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スギハムシ(スギサノレハムシ) Basilepta pallidulum BALY はハムシ科 Chrysomelidae，サノレハムシ亜

科 Eumolpinae に属し，この被害は成虫が針葉を噛食するもので，樹木はそのために成長を阻害され，被

害のはなはだしし、ときは枯死する。

本虫による被害分布は，主として関東・東海・近畿・山陽・山陰・四国・九州地方で，加害樹種は，ア

カマツ・クロマツ・スギ・ヒノ

キ・カラマツなどの幼齢林であ

り，その面積は逐年拡大しつつあ

る。

筆者らは 1953 年以来，この害

虫について調査・研究をすすめ，

その生態を明らかにしたので，本

研究の第 2 報として報告する。

本文にはし、るに先だち，つねづ

ねご指導・ご助言をいただき，ま

た，原稿の検閲を賜わった関西支

場長西村太郎氏・前支場長佐治秀

太郎氏・林業試験場保護部長今関

六也氏・同昆虫科長藍野祐久民・

東大教授日搭正俊民，および野外

調査を実施するにあたって，ご援

助を得たところが少なくなかった

京都府，京都市，兵庫県・奈良県

の林務部・謀の関係係官，また，

全国の被害分布，被害状況などの

資料をたえず報告していただいた

林野庁研究普及課松山資郎氏，土
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Fig. 1 スギハムシの被害分布
Distribution of damage 

(1) 関西支場保護研究室長 (2) 関西支場保護研究室員



-100 ー 林業試験場研究報告第 127 号

壌中に生息する幼虫の深度を調査する際，その土壌調査をお願いした当支場土壌研究室長木下貞次氏およ

び本報告の取りまとめに協力を煩わした当研究室小林富士雄投官，下回京子嬢，原図作製を援助された本

場保護部藤島淳三氏の諸氏に対して厚くお礼申し上げる。

E 被害分布

本害虫の被害状況は，佐藤鍍五郎氏および日高義実氏により報告されている。 また， 最近の被害分布

は，森林有害動物調査報告 1950-1956 年，森林防疫ニュースなどに報告されている。これらを基礎資料

にして，各府県，年度別に取りまとめ，模式図によって図示すると Fig.1 のようである。また，その面積

は Table1 のようである。

目加害植物

本成虫の加害植物は松下 (1943) によると，アカマツ・クロマツ・スギ・ヒノキとしるしてある。

筆者らは本研究以来， 近畿・中国・九州地方の本虫によって激害を受けた造林地および天然林を調査

し，また，室内で各種針葉樹の食餌状態を調査した。その結果は次のようである。

1. 野外で調査した加害樹種(“ "は中原が最初に調査した場所と年月〉

モミ科 Abietaceae 

モミ Abies firma “兵庫県加西郡富合村玉野 1954， VIl." 

ツガ Tsuga sieboldii “兵庫県加西郡富合村玉野 1954， VIl." 

カラマツ L_arix KaemPferi “鳥取県日野郡溝口町朝水原 1956， WI." 

マツ科 Pinaceae 

アカマツ P仇us densifl町a “兵庫県加東郡滝野町青野ガ原 1952， VlI." 

クロマツ Pi仰s thunbergii “兵庫県加東郡滝野町菅野ガ原 1952， VIl." 

スギ科 Cryptomeriaceae 

スギ Cγ'YPto明eria j aponica “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955， WI." 

メタセコイヤ Metasequoia glyptostroboides “京大上加茂試験地 1957， V!l, 京大農学部古野東川

氏調査による"

ヒノキ科 Cupr明saceae

ネズ宅サジ Juniperus rigida ..兵庫県加東郡滝野町青野ガ原 1953， VIl." 

サワラ Cha問。ecyparis pisifera “兵庫県加西郡富合村玉野 1954. VlI." 

ヒノキ Chamaecyparis obtusa “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955. 四"

シノブヒパ Cha問。ecyparis pisifera var. plumosa “兵庫県加西郡富合村 1954， VIl" 

イ 7'キ科 J uniperaceae 

イプキル:niperus chinensis “兵庫県加西郡富合村 1954. VlI." 

ツツジ科 Ericaceae

ナツハゼ Vaccinium ciliatum “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955， WI." 

ネジキ Pieris elliptica “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955，四"

モチツツジ Rhododendr，四 linearifolium var. macros，ψalum “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955. 
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咽"

プナ科 Fagaceae 

コナラ Quercus serrata “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955，咽"

クリ Castanea crenata “奈良県南葛城郡吐田郷村 1955， ¥lIl." 

2. 外来のモミ，マツ，スギ，ヒノキ科植物の食餌調査
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1959 年 7 月当場の樹木見本園から下記樹種の針葉を採集して，これらを単独または混合し， 成虫に与

え食餌調査を行なった。その結果はどの樹種も噌好度において優劣の差がなく摂食した。以下その樹種を

しるせば次のようである。

モミ科 Abietaceae 

トドマツ (Abies sachalinensis var. Schmidtii) , リパノンシーダ (Cedrus Libani var. Deodara) , 

ドイツトウヒ (Picea excelsa) ， ヒマラヤトウヒ，モリンダトウヒ (Picea Morinda) , オレゴンパ

イ γ (Pseudotsuga DωIglasii) 

マツ科 Pinaceae 

カナリイマツ (Pin仰us ca仰naγiensi，ゐs)λ，カリベヤマツ (Pi仇mω cari必baea)，エキナタマツ (Pinus echiｭ

nata) ，モンテレイマツ (Pinus insignis (P. radiata)) ，オウシユウカサマツ (Pinus halepensis) , 

オーストリヤクロマツ (Pinus n信γa) ， ダイオウショウ (Pinus palustris) , ヒメコマツ (Pinus

parvifiora var. glauca) ， プンゲンスマツ (Pinus pungens)， ポンテローザマツ (Pinus pond町osa) ，

ピネアマツ (Pinus pinea) ， カイガンショウ (Pinus Pi叩ster) ， レジノザアカマツ (Pi仰S 何si­

nosa) , リギダマツ (Pinω rigida) ， ストロープマツ (Pinus Str助的，テーダマツ (Pinω Taeda)

スギ科 Cryptomeriaceae 

メタセコイヤ (Metasequoia glyptostroboides) , アメリカスギ (Seq附ia se帥ljJervirens) ， セコイヤデ

γ ドロン (Seq加iad，側dro骨 gigante官加)，ラクウショウ (Taxodium distichum) 

ヒノキ科 Cupressaceae 

ベイヒ (Chamaecyparis Lawsoniana)，サワラ (Chamaecyparis pisifera var. squarrosa) ， アリゾナ

イトスギ (Cupressus arizonica)，セイヨウヒノキ (Cup何ssus sempervirens) ， オニヒノミ(Libocedrus 

decurrens) ， ニオイネズコ (Thuja gigantea) 

3. 邦産有名マツの食餌調査

1959 年 7 月，当場構内の試験地から下記の有名マツの枝条を採集して， これらを単独または数種混合

して成虫に与え，食餌調査を行なった。その結果はどのマツも曙好度において優劣の差がなく摂食した。

以下それらのものをしるせば次のようである。

仙台・南部・諏訪森・信州、|・東山・松江・矢橿・甲地・御堂・霧島・霧上・茂道・津島

4. スギ品種別の食餌調査

1959 年 7 月，当場のスギ品種母樹集植試験地から各種の枝条を採集して，これらを単独または数種混合

して成虫に与え，食餌調査を行なった。その結果は，どの品種も噌好度の優劣には差がなく摂食した。以

下それらの品種を列記すれば次のようである。

リョウワスギ， リヨウワスギ 2847 号， リヨウワスギ 299 号， リヨウワスギ 3025 号， リヨウワスギ

30100 号， リヨウワスギ 30200 号， リヨウワスギ 3201 号， リヨウワスギ 3202 号， リヨウワスギ
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Tab!e 1. 府県・

Area � 

V 報Years 1950 1951 1952 

積・樹種 Area and species 

府県名 Prefecture
国] 田T

北青 海道 Hokkaid凸
森手 Aomori 

岩宮 iwate 

秋 城田 MAkiyitaagi 
不明 -マ

止l z城木馬 z:zzz ta 福
茨 Ibaragi ロla
栃群 Tochigi 

Gunma 5.00 曹司r

埼 玉 Saitama

千東 京葉 Chiba 2.00 ス

T�yﾓ 
神奈川 Kanagawa
新 潟 Niigata

富 川山 TI sohyi kamawa a 
石
福 井 Fukui
山 梨 Yamanashi
長 野 Nagano

岐 阜 Gifu

静愛 岡 Shizuoka 20.00 ーマ

知 Aichi 100.00 ス

重 Mie 60.00 -" 
滋 賀 Shiga 5.00 ーマ

京 都阪 KOsyaokt o a 5.00 ""'l 

大
兵奈和 庫 Hyógo 89.00 ーマ 205.00 ーマ

良 Nara
歌山 Wakayama 25.20 マ・ス

，島岡鳥 取 Tottori 6.00 ーョr 51.40 ーマ

根山 Shimane 

島 OHkiraoysahmimaa 
広
山 口 Yamaguchi 40.00 ーマ 40.00 ーマ 486.90 ーマ

徳 媛j島|| ToKustlima 20.00 '"" 

霊高福
Kagawa 
Ehime 10.00 ーマ

知 Kóchi
岡 Fukuoka 10.00 ーマ 72.30 ス・ヒ

佐 崎事崎貿 SNaag酔aaki 
大長熊宮

3.00 -マ

KOuitmaam、 oto 
11.45 マ・ス・ヒ 9.45 マ・ス・ヒ

Miyazaki 164.01 マ・ス・ヒ 1644.63 マ・ス・ヒ

鹿児島 Kagoshima 1000.00 マ・ス・ヒ

計 Tota! 102.65 509.76 3472.03 

(注)マ....マツ，ス.. ..スギ，ヒ... .ヒノキ，モ.. ..モミ



年度別の被害面積
infestation 

1953 

町

0.02 

9.50 ス、

0.30 

6.00 -マ

130.00 ""7 

0.30 ""7 

200.00 .マ

430.00 ""7 

15.00 -マ

21.00 -マ

56.54 -マ

9.00 -マ

2.00 マ・ス

23.00 -マ

3.00 『司r

550.00 ーマ

10.00 マ・ス・ヒ
62.00 -マ

119.70 マ・ス

1080.36 
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1954 1955 1956 

町 町 町

6.00 ーマ

0.50 てr

43.24 -マ 12.24 ーマ

10.00 ス 8.00 ス

6.00 ーマ

28.50 ス 27.50 ス・ヒ

2.00 ス

1.28 ス

2.00 ヒ

2.20 ー守 2.00 ス 402.01 ーマ

0.60 -マ 7.00 マ・ヒ

19.20 マ・ス 320.20 マ・ス・ヒ
20.00 マ・ス・ヒ 8.00 -マ

8.00 .マ 464.00 マ・ス.・ヒ 62.00 マ・ス

5.10 .マ

546.50 ーマ 94.63 ス・マ 35.48 ー守

106.00 マ・ス・ヒ
7.71 ス

1072.58 マ・ス・ヒ 17.30 ス 74.08 マ・ス・ヒ
85.00 マ・ス

1066.00 マ・ス

684.00 マ・ス・ヒ
8.30 -マ 3.00 ス 6.50 マ・ス

114.40 マ・ス 2.00 ス

64.00 ス・ヒ 27.60 ス・ヒ

804.60 ス 151.50 マ・ス

142.00 ス 91.00 マ・ス・ヒ
543.68 マ・ス 605.00 マ・ス 294.02 マ・ス・ヒ

69.30 ス 27.45 ス

2181.26 3695.87 2349.07 
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1957 

町

5.00 ーマ

28.00 マ・ス

5.00 ーマ

30.00 ス

21.00 ス・マ

0.10 ス

40.10 マ・ス・ヒ
35.40 手、・寸

192.20 ス・マ

26.00 ス・マ

209.98 ス・マ

221.00 マ・ス・ヒ
4.00 マ・ス・ヒ

83.36 “マ

1512.00 マ・モ

19.00 マ・ス・ヒ
113.00 マ・ス

1.40 ス

11.00 マ・ス・ヒ

34.00 マ・ス・ヒ

67.30 ス・ヒ

27.00 マ・ス

98.50 マ・ス・ヒ
1324.50 マ・ス

722.57 ス

25.50 マ・ス
2 

4856.91 
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3203 号，アシオスギ，イタスギ， トミススギ(松下 1 号)， ミヨウケンスギ，エンドウスギ，イケダ

スギ，ネコヤマスギ，アキタスギ，クマスギ，カンノウスギ，ポツタスギ，アヤスギ，ポカスギ，ア

カスギ，イヌスギ，ホングロ， ミネヤマジロ，シパハラ，シパハラ 100 号，ホオズキジロ c

以上 1 の場合の樹種は，食害の著しい場合は枯死し，また成長を阻害することは確かのようで，筆者.

らも本虫の各発生地で観察している。 2， 3, 4 の場合は前述したように実験室内で， とかく強制された

環境下の実験結果であるから，この段階では加害樹木と断定はできがたい。

5. おもな樹種の食痕および被害の様相

アカマツ・クロマツ....成虫が表皮および葉肉を縦にみぞ状に噛食する。そのために噛食された当時は

ほとんど気のつかぬ場合が多い。しかし日数を経過すると噛食部分は乾燥し，赤褐色に変わるとともに笥

曲して管状となり，あたかも葉肉内に潜入し，食害したかのように見受けられる。また，この部分がねじ

れる (Plate 2. A)。加害が著しい場合は針葉全体が赤褐色となり，遠方からみるとその被害林は山火をこ

うむったように見える。アカマツとクロマツの被害程度を野外の観察から比較検討した場合，前者は目だ

って赤褐色となり，被害がはなはだしいときは秋期になって落葉し枯死する。これに比してクロマツはき

わめて抵抗力が強く，枯死するようなことはほとんどない。

カラマツ....表皮および葉肉を縦にみぞ状に噛食することはアカマツ・クロマツと違いはないが，被害

の様相，すなわち赤褐色になる時期が早く，それにつづいて季節はずれの落葉現象がおこる。しかし秋ま

でにふたたび発芽し，このころになると外観の点では被害を受けたか否か判明しかねる。ただし発生が著

しい場合は梢端部を食害されることが少なくなく，この打撃は大きい。

スギ....針葉のカマ状の部分の表皮および葉内を縦にみぞ状に噛食する (Plate 2. C)。 加害による変

色，変形はアカマツ・クロマツと同様であるがその時期はおそく，前樟}種と異なり落葉現象はなく，風雨

にさらされ 1 カ年以上たつと赤褐色から灰白色に変わる。

ヒノキ....針葉のりん片の表皮および葉肉を深く噛食し，被害棄が乾燥した場合凹部が判然と見られる

(Plate 2. B)。なお，赤褐色から褐色に変わりやすく， 加害のはなはだしいときは秋期になってこの部分

から脱落する。また，柏、端部が食害されるもの多く，成長のかんまんと相まって回復の望みがなく，枯死

するものが多い。

以上の樹績のうち最も抵抗力の弱いものはヒノキで，大発生のため数 10 ha が枯死し，改植した例も少

なくない。

広葉樹....ハムシ科成虫の食害でよく見うけられる食痕で，葉は葉脈を残し網目状となる (Plate 2. D)c 

なお，加害が著しい場合は季節はずれの落葉現象がおこるが秋期にはふたたび発芽開葉する。この広葉樹

の食害は，筆者らが調査した範囲では前記した針葉樹の被害林内および周辺の場合のみで，これも特に本

虫の密度が高く，針葉樹がほとんど食害されたような場合にのみおこる現象であるG

W 京都地方における生活史の概要

成虫の羽化時期はおおむね 6 月上旬ごろからはじまり，中旬に最も盛んで下旬にいたって終了し，その

期間は約 20 日間である。 したがって食害の最もはなはだしい時期は 6 月中・下旬である。 成虫はその

後，漸次へい死して，その生息数も逐次下降し， 8 月上旬には全く終そくする。

成虫の歩行・飛しよう活動は日中に緩まんで， 15 時ころから活発となり， 20 時ころを最高として，ふ
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たたび緩まんとなる。また摂食活動については， 日中比較的少なく，夜間に盛んである。

産卵は被害をうけた樹木の下の落葉，下草の根際，土壊の割れ目などの湿度の比較的に高いところに産

卵管をわずかにさしこんで行なう。この時期は 6 月中旬から 7 月下旬までである。また，産卵の時刻は 1

日を 4 区分した場合に， 12""'18 時までが最も多く， ついで 18-24 時までである。 1 雌の産卵数を室内

で調査した結果は， 140 粒内外であり， これを数カ所に (1 卵塊 8 粒内外)まとめて産み付け， 1 卵塊の

産み付けが終わった場合は，にかわ状の分泌物で表面をおおう。

卵期聞は 10 日内外で，ふ化率は高く， どの卵塊も 100，%に近い。

ふ化した幼虫は活発に筒旬し，土中に潜入する。幼虫の生息場所は，成虫によって被害をうけた樹木の

下の土嬢中であるが，まれに被害をうけた樹木付近の草生地の土壌中にも生息する。土壌中の幼虫の生息

深度は，発育程度によって異なるようである。すなわち，青野ガ「原で調査した結果によると， 7 月カミら 8

月にかけてふ化した幼虫は 9 月に地表下

7.5cm 内外の土層に潜入し， 第 1 回の

越冬を行ない，翌年 7 月ころに地下 5.0

C隅内外， 9 月ころには 2.5 c隅内外ま

で上昇し，第 2 回の越冬を行なう。 O~l量 :r Pupa. +成虫 I1ft同0 ・ijiI E~~ ーー幼虫 Ln問a..
F-First d~(ade 5...Se印ndd=de 1:.. Th:rd. deωd.e 

Fig. 2 週年経過図
自南化は，地表から 2.5cm までの深さ

で行なわれるもの最も多く，その時期は Diagram of life cycle 

5 月下旬"'6 月中旬で， さなぎ期聞は 14 日内外である。

以上の概要から，本虫の週年経過を図示すると Fig.2 のようである。

V 卵およびふ化幼虫の生態

1. 卵期間とふ化率

卵期聞は，産卵当時の気温によって異なることはいうまでもない。この調査は 1954， 1955 年に本虫の

産卵期における京都地方の自然温度のもとで記録したもので，その方法は成虫を室内で飼育し， これから

Table2. 卵期間 (1954 年〉
Incubation perioo 

e調xa査Emg卵gins数ed 産卵月日 卵期間 ふ化月日 Tem期p間er中atのur温e 度(.C) Phふera化ctecnh歩eta合d ge Incubation Date Date laid perioo hatched 平均|最局|最低
Mean I Max. I Min. く，%)

5 2431/VVE I 12 23.3 29.0 20.5 100.0 
62 11 24 , 1 29.0 20.5 100.。

11 
87 5/VII 12 26.3 21.5 100. 。

13 

170 8/VII 
11 

24.2 28.5 21.1 99.4 12 
9 

106 15/VII 10 25.4 30.8 21.1 97.2 
11 

71 17/VII 
9 31.7 21.1 100.0 
10 
8 

定C温on器sta使n用t 102 9 100.0 
10 
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Table3. 卵期間 (1955 年〉
Incubation period 

調E査g卵gs数 In卵cu期ba間tion ふD化a月te 日
期間中の温度 Phふera化ctech歩neta合d ge 産卵月日 Temperature (oC) 

examined Date laid period hatched 平均|も21 最低Mean 1 Max. 1 Min. く%)

56 9 31.1 25.9 100. 。

42 8 29.0 31.2 26.1 100.0 

82 
8 

31.4 26.4 98.2 
9 
B 

82 25/Vl 9 30.9 26.5 100.0 
10 

97 26/Vl B 2ヲ .4 31.2 26.5 100.0 

61 11川{ 7 
32.3 27.9 100.0 

B 
71 124I/ W 7 31.4 32.3 28.0 100. 。

48 14/V耳 7 31.4 32.5 28.4 100.0 

採卵したものを毎日 9 時に調べ， その卵を前日の日付とした。 卵は湿度を与えたベトリシャーレ内に入

れ，観察を行なった。また，ふ化の有無は 10 時に調べ，終わったものは前日に行なわれたものとみなし

て記録した。以下その結果を述べれば Table 2"'3 のようである。

すなわち， 6 月下旬から 7 月下旬のあいだの卵期聞は最長 13 日，最短 7 日を要し，温度の高低により・

その差ははなはだしし、。また， 27'C の定湿器で保護処理した場合 8"'10 日の期間を要した。

なお，ふ化歩合は非常に高率で，どの卵塊もほとんどが 100% であった。

2. 幼虫のふ化動作ならびにふ化時刻とその所要時間

卵かくをとおして黄色の頭部，各環節の刺毛がみえるころになると，幼虫は口器で卵かくの一端を食い

破り，頭部，胸脚，腹部の順に脱出する。これに要する時間は 1 分以内で，脱出後は活発に旬旬し，土中戸

に潜入する。このうち特にふ化時刻について室内で観察した結果は次のようである。

調査月日 1954 年 7 月 18"'22 日

調査方法野外で採集した成虫を実験室へ運び， 金網ふた付ガラス製飼育容器〈径 6.0c例，深さ 9.0'

cm) を使用してこの中へ飼料としてアカマツ針葉を入れて飼育し，なお，供試卵を採集するために容器の

底に落下したマツ針葉を入れ，これを毎日 9 時に取り替え，この基部内側に産卵したものを，適当な湿度

Nu卵m塊，be数r of 産卵te月日
Date laid 

cluster 

9/VlI 9 

10/VlI 7 

10/VlI 8 

II/VlI B 

合Tota計l 32 

予長

Table4. ふ化時刻

Hatching time 

\卵Nofu噛時\ma\g刻数b宮\er守、、\-、\n 

dふかa化yらがはじまって ふ化がはじまって
1 日日 First から2 日目 Second
of hatching day of hatching 

0"'61 サ123|182 0'"'-'61 サ13~|18~
181 24 

130 
数ふ化o 。 6 29 4 l 

87 。 。 25 42i 17 

114 01 0 9 34 461 14 B 3 

82 01 0 28 31 21 2 。 。

413 。 。 44 119 181 51 13 5 

01 0 110.7 3.1 1.2 

備 考
Remarks 

室内飼育 Natural ternpera-
ture in the rearing r∞m 
室内飼育 Natural tempera司

ture in the rearing r∞m 
27'C 定温器飼育

Fixed 育temNpaetruartualre te(m27p℃er〉a 
室内飼

ture in the rearing r∞m 
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を与えたベトリシャーレ内に移し，ふ化までの期間中保護し， 1 日を 4 区分してふ化時刻を調査した。

観察結果は Table 4 のようである。

上表のように，ふ化がはじまるのは 12""18 時で，ひとたびふ化がはじまればつづいて行なわれ，約 24

時間後にはそのほとんどが終了する。また，ふ化時刻は 0""'6 時が最も多く，次に 12""24 時と 6 ""12 時

であった。

日幼虫の生態

1. 幼虫の生息場所とその密度

幼虫が被害地の土壌中に生息していることは，著者らによって 1952 年 9 月兵庫県加東郡滝野町青野ガ

原で発見された。しかし被害地でも生息場所は一様でない。このことについて調査した結果は次のようで

ある。

調査場所兵庫県加東郡滝野町青野ガ原の本虫の被害地で，アカマツ 5 年生， 樹高 60cm 内外の散生

地

調査年月 1953 年 1""'5 月

調査方法 同ーの被害林分を 2 つの環境条件の異なる場所，すなわち，被害木の樹幹を中心とした土層

と被害木から 5m離れた(被害木の間〉草生地の土層を選ぴ，この土壊を 30cmx30cm， 深さ 20cm に

掘り，この中に生息している幼虫数を調査した。なお，この調査箇所は任意に 15 カ所選んだ。その結果

-Iì, Table 5 のようである。

Table 5. 幼虫の生息密度
Larval population density in two di妊erent habitats 

可ト1r恕edl
盟まE司堅主主主\

被害木下
Under the crones attacked 

大型|小型|合計|備考
Large I Small.1 Total 1 Remarks 

被害木付近の草生地
U nder the grass nωr the trees 

attacked 
大型|小型|合計|備考
Large I Small I Total I Remarks 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

ー

11 
12 
13 
14 
15 

平均
Mean 18.7 15.1 
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0
4
2
0
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2 I 20/1 調査
4 I // 
5 I // 
1 I // 
6 I // 

43 114/1II調査
39 I // 
64 I // 
113 I // 
89 I // 

50 
73 
60 
137 
100 

査調
ア
ア
ア
ア

v
 

,,,, 
内
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勺
L2

0
2
8
0
 

7
4
1
A
ζ
u
q
u
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U

q
u
q
u
凋
守
内U
。
。

ー
よ

1

・
《J
&内4

3 I 14/1II調査
13 I // 
4 I // 

23 I // 
33 I // 

143.7 

B
1
0
9
2
 

5
1
1
2
1
 

59 I // 
12 I 22/V 調査
13 I // 
31 I // 
18 I // 

すなわち，被害木直下の土壌に生息する幼虫数は平均 143.7 頭であるのに比して，被害木付近の草生地

の土壌にはわずかに 15.1 頭の数でゐる。このことは，成虫の産卵行動によるものと思われる。

2. 幼虫の季節別の垂芭分布
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幼虫が土壌中の種々の条件によって垂直移動することは，土壌昆虫に共通するところである。本虫につ

いてもなんらかの条件と関係あるものと考え，次のような方法で調査を行なった。

調査場所兵庫県加東郡滝野町青野ガ原

調査年月 1953 年 1 月 .......1955 年 5 月

調査場所の士壌新第三紀層の粘土および粘土際層の風化による褐色森林土壌で，士性は植土または埴

壌土，礁は円味をおびたこぶし大以下の珪岩，角岩礁である。 F 層， H層は一般に薄く. F層はササの葉

が粗に堆積.A層は 0.......10 cm の埴土で粗懸~軟，粉状~団粒である。水湿状態は乾~潤，ササの根が多

く分布する。 BJ膏は埴土で軟~竪，かベ状，根の周囲のみ塊状~団粒構造である。

調査方法被害地の一部のアカマツ (5 年生内外，樹高 60 c例内外， *長元直径 2.5 c間内外〉の樹幹

を中心にした土壌を 30 c例 x 30 c慨深さ 22.5 c閉までを MORRIS 法により隔月に 5 カ所ずつを地表から

厚さ 2.5cm ごとに掘り，この中の幼虫を採集した。なお，幼虫は前記したように，大・小 2 つの大きさ

に大別することができるので，これを別々に記録し，各土層で採集した幼虫数を， 1 プロックで採集した

全虫数で除した数値の百分率をもって表わし，また，地温との関係をみるために深さ 5. 10. 15 cm の位

17 
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Fig.3 幼虫の垂直分布の季節的変動
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置を測定した。これらの結果を図示したものが Fig.3 である。

調査結果

すなわち， 羽化および産卵を行なう 7 月調査を除いて， 1 ・ 3 ・ 5 ・ 9 ・ 11 月には大型と小型の 2 つに大

別することのできる幼虫が，同じ土層から採集される (Plate 3. B, C. D)。またその幼虫は，それぞれ生

息深度を異にしている傾向が認められる。すなわち大型幼虫は土嬢の比較的に上層部に多く，小型幼虫は

それ以下の土層に生息している。 このような調査のうちから. 1953 年 6'""'7 月に羽化して産卵・ふ化し

た幼虫を， 9 月から 1955 年の羽化まで隔月にその生息、深度を調査した。その結果は次のようである。

ふ化して約 2 カ月後の 9 月 16 日に調査した結果によると，最も多く採集した土層は(以下，最大採集

土層と呼ぶ) 5'""'7.5 cm で，全土層から 36 頭採集したなかで，この層の生息比率は 44.2% であった。

また，最も深く潜入したもので 10'""'12.5 c慨に達しており，その生息比率は. 8.2% であったわ次に 11

月 25 日の調査においても最大採集土層は前調査と変わりなく. 5'""'7.5 cm の土層において 58 頭の採集

で 34.5% を示し，次の 1 月 21 日調査も最大採集土層は変化なく， 63 頭の採集で 53.9% と約半数がこ

の履から採集された。また 3 月 22 日. 5 月 17 日. 7 月 14 日の調査では，最大採集土層は. 2.5'""'5 c伽

の深さに上昇し 3 月は 44 頭のうち 47.7%. 5 月は 46 頭のうち 50.0%. 7 月は 57 頭のうち 49.3%

といずれも約半数が採集された。次に. 9 月 16 日 .11 月 24 日，翌年の 1955 年 1 月 27 日 3 月 16

日. 5 月 16 日の調査では，最大採集土層は，

0'""'2.5 cm となり. 9 月は 53 頭のうち 54.7

%. 11 月は 24 頭のうち 87.5%. 翌年の 1 月

は 18 頭のうち 88.9%. 3 月は 12 頭のうち

o 
Cnt 

25 

92 ・ 3%. 5 月は 23 頭のうち 95 ・ 7% で，特に 5.0 

9 月を除いては生息、深度の幅がせまいことが注 深7.5

目される c なお，最大採集土層と潜土の深さを 度

表わす一般的方法として，採集月の潜土の深さ

の平均値を求め，この季節的変化曲線を示せば

Fig.4 のようである。

以上幼虫の季節的垂直分布を述べたが，本虫

の垂直移動は，コガネムシ幼虫のような土嬢温

~ 10.0 
」己
制
ι 

22 
、J

12.5 

15.0 

The soilla.yer in whick thEl popula.tion ﾎil hi~hest 

陸軍Eコ・・""'"最大採集:J:.F
<S> ü ・(i，)'}替土白1寝泊平均値
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Fig. 4 

度との関係はなく，発育にともなっての移動分幼虫の最大採集土層と潜土の深さの平均の季節的変動
Seasonal variation of soil layer in which larval 

布が顕著である。すなわち，若齢幼虫は土層深
population is highest and the average of 

く，老熟幼虫になるにしたがいその深度は浅く burrowing depth 

なる。

四さなぎの生態

1. 踊化場所特に霊直分布

老熟幼虫になるとそのほとんどが地表の近くに上昇して血弱化する。この踊化場所特に垂直分布を知るた

めに，本虫の被害地であるアカマツ天然林の青野ガ原で 1954 年 5 月 29 日，山科で 1955 年 6 月 1 日，

京都府船井郡須知町蒲生で 1955 年 6 月 2 日に被害木下の土壌を掘り，この中からさなぎを採集して調査
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Table ふ さなぎの垂直分布
Vertical distribution of pupae in the soil 

\調Lo査ca区lity[ Hy兵og'庫o iA青o野noガ'ga原ha〉ra] Kyo尽>to都(Ya(m山a科sh)ina] K京yo都to (S(須yu知ch〉i>

務\採集数 P一群
P各e層rc生en息率 N採um集ber数of P各e層rce生onf息ta、g率e N採um集ber数of ntage 

Number of 1 of of 

|問ae POP(u9l6a>tion pupae pop(u9l6a>tion pupae 1 popくu9l4a3tion 

0-2.5 39 84.8 112 89.6 6 85.7 

-5.0 7 15.2 13 10.4 14.3 

-7.5 。 。 。 。 。 。

を行なった。その結果は Table6 に示すとおりである。

すなわち，さなぎの生息している土嬢の深度は 0"'2.5 cm の土層が最も多く， 全生息数の 85.0~￥内

外である。ついで 2.5cm 以下の土層で， 5.0cm 以下の深さには生息していない。

2. 踊化時期

踊化の時期を知ることは，数日後に行なう成虫の薬剤駆除計画に対して貴重な基礎資料となる。この目

的で筆者らは，室内，外で観察を行なった。

(1 ) 室内における観察
∞
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VI VI 
5 

老熟幼虫を 1953 年 5 月 20 日に青野カ"原で 78 頭，

1954 年 5 月 17 日に青野ガ原で 18 頭， 1955 年 5 月 20

日に山科で 98 頭採集して，飼育室内で帰化の時期を調査

した。その結果は Fig.5 のとおりである。

(2) 野外における観察

1953"'1955 年の 5 月 16 日 "'6 月 24 日の関， 京都府

下・兵庫県下の発生地で，的化の時期およびこれに関係あ

る観察を行なった。以下これを日 I1闘に記録する。

16/V 幼虫 37 頭，さなぎ 2 頭を採集する(幼虫，さな

ぎの頭数は， 30 cm x 30 cm， 深さ 20c例の土壌 5 カ所から採集した数字，以下同様) (1955 年兵庫

県下調査〉。

17/V 幼虫 75 頭を採集したが，さなぎは採集できなかった (1954 年兵庫県下調査〉。

20/V 幼虫 122 頭を採集したが，さなぎは採集できなかった (1953 年兵庫県下調査〕。

24/V 幼虫 224 頭，さなぎ 7 頭を採集する(1955 年京都府下調査)。

26/V 幼虫 6 頭，さなぎ 40 頭を採集する (1955 年兵庫県下調査〉。

l/VI 幼虫 11 頭，さなぎ 33 頭を採集する (1954 年兵庫県下調査〕。

6/VI 幼虫 12 頭，さなぎ 166 頭を採集する (1955 年京都府下調査〉。

14/VI さなぎ 125 頭を採集するも，幼虫を採集することができなかった(1955 年京都府下調査〉。

21/VI 幼虫，さなぎともに採集できなかった(羽化した模様〉。成虫の食害ははなはだしい(1954 年兵



スギハムシに関する研究 (第 2 報) (中原・奥田〉 -111 ー

庫県下調査〉。

24/VI 幼虫，さなぎともに採集できなかった(羽化した模様〕。成虫の食害ははなはだしい (1953 年兵

庫県下調査〉。

以上の 3 カ年の室内および野外の調査から，踊化時期は， 5 月 15 日ころからはじまり， 6 月 10 日こ

ろにはほとんど完了する。

3. さなぎ期間

1953 年 5 月 22 日に青野ガ原から 7 頭，また 1955 年 5 月 16 日に 7 頭， 1955 年 5 月 24 日に山科か

ち 81 頭の老熟幼虫を採集し，実験室でベトリシャーレに適当な湿度を与えて飼育し，踊化から羽化まで

の日数を調査した。その結果は Fig.6 に示すようである c

すなわちさなぎの期間は，もちろん温度によりその長短はある が5
":30 

が，上記の自然温度で最長 18 日間，最短で 11 日聞を要し，乎 ~25 

均 14.1 日間である。 ξ虹
~ I! 

咽成虫の生態 2 旧

1. 成虫の季節的発生消長

(1) 室内観察による羽化期と生存期間

羽化の時期，特に初期の羽化時期の調査を行なうために， 1953 

年 5 月 22 日に青野カ'原から老熟幼虫およびさなぎを 20 頭， また， 1955 年 5 月 24 日に山科から老熟

.幼虫およびさなぎを 88 頭採集し，これを供試虫として昆虫飼育室で飼育観察した。また生存期間，特に

終そく期を調査するために 1953 年 7 月 3 日，青野ガ原で針葉を食害中の成虫 322 頭を，また 1954 年 6

月 24 目前記と同様の場所で成虫 131 頭， 7 月 16 日に成虫 288 頭を採集し，昆虫飼育室内で飼育ピン
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(深さ 25cm， 径 17cm のガラス製金網ふた付〕に約 100 頭ずつ入れ，毎日の生存数を調査記録した。

この羽化曲線と生存数曲線を図示したものが Fig・ 7.A である。

すなわち，羽化は 2 カ年の調査で， 1953 年は 6 月 6 日， 1955 年は 6 月 7 日にはじまり，終了は両年と

も 6 月 19 日で，この期聞は 15 日内外の短い期間である。また成虫の終そく期は 2 カ年の調査から 8

月 30 日ころである。特に 1954 年の 2 固にわたり採集した生存数曲線を検討してみると，羽化終了後ま

もない 6 月 24 日に採集して調査をつづけたものは，長い S字状を示し，羽化後相当日数を経過した 7 月

16 日採集し調査をつづけたものは，その曲線は短い S字状を示してし、るO そして，両者とも終そく期は

一致している。

(2) 京都市山科における成虫の季節的発生消長

本虫の発生地であるアカマツ散生地において， 1955 年から 1959 年まで，成虫の季節的発生消長調査を

行なった。このうち 1956 年および 1958 年は，発生がきわめて少ないので本報告には省略し， 1955 年，

1957 年および 1959 年に行なった調査について述べる。

調査方法は，被害林内の 10-15 年生のアカマツを適宜に調査木に選定し，この一部の枝に生息する成

虫数を各時期に調査したものである。なお，この成虫の採集方法は，食害している 1 本の枝を静かに水平

にして，この下部に径 30cm の捕虫網をあて，校に振動を与え，この中に成虫を払い落とす。これを毎回

50 本の校について行ない，この平均値を図示したものが Fig.7.B である。

すなわち， 1959 年 6 月 8 日にはきわめて少数であるが成虫が現われている。 その後， 1955 年および

1957 年 6 月 12 日には成虫は認められなかったが， 1959 年の 6 月 13 日には平均して 1 頭の成虫が認め

られており， 1955 年の 6 月 14 日には平均 6 頭， 1959 年には平均 10 頭の成虫が認められている。その

後各年ともその密度は上昇し， 1955 年で 6 月 28 日の平均 55 頭， 1957 年で 6 月 24 日の平均 67 頭，

1959 年の 7 月 3 日の平均 31 頭を最高として， これより各年ともその密度は下降し， 1955 年の 7 月 25

日の平均 4 頭， 1959 年 7 月 21 日の平均 3 頭，同じ年の 7 月 27 日には平均 1 頭の少数となり， さらに

8 月にはいって 3-7 日の聞に 3 カ年とも平均 1 頭以下の生息数となっている。

(3) 野外における成虫の羽化時期と生存期間ならびに被害様相の観察

1953 ・ 1954 ・ 1955 ・ 1957 年および 1959 年の間， 京都府下・兵庫県下の各被害地で観察した記録は次

のようである。

l/VI 被害木下の土壌を楓ると幼虫も採集されるが，多くはさなぎで，まれに羽化したばかりの成虫が

採集された。しかし針棄を食害中の成虫は採集できなかった (1954 年兵庫県下調査〕。

2/VI 採集したものは大部分がさなぎで，まれに幼虫も含んでいた (1955 年京都府下調査)。

8/VI 土壌中で多数のさなぎ， 成虫を採集した。 針案を食害している成虫はきわめて少数であった

(1954 年兵庫県下調査〕。

8/vr 士嬢中で多数のさなぎと羽化直後の成虫を数頭採集した。なお針葉を食害している成虫も採集し

たがきわめて少数であった (1959 年京都府下調査〉。

11/vr 土壌中で多数のさなぎ，成虫を採集した。なお，針葉を食害している成虫も採集したが，きわb

て少数であった(1953 年兵庫県下調査〉。

11/vr 針葉を食害中の成虫は 1 頭も採集することができなかった (1955 年京都府下調査〕。

12/VI 針葉を食害中の成虫は 1 頭も採集することができなかった(1957 年京都府下調査)。
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13/VI 少数ではあるが，針葉を食害中の成虫を採集することができた (1959 年京都府下調査〉。

14/VI 土壌中から多数のさなぎおよび成虫を採集したが，針案を食害している成虫は少なかった (1955

年京都府下調査〉。

17/Y1針葉を食害中の成虫を多く採集する。発生地内の 2 ， 3 年生のアカマツ檎頭部は加害のためわず

かに変色をはじめた (1959 年京都府下調査〉。

21/VI 針葉を食害中の成虫はきわめて多く，また，さなぎについて土壌を調査したが，羽化した模様で

採集することができなかった(1954 年兵庫県下調査〉。

21/VI 針葉を食害中の成虫はきわめて多かった (1955 年京都府下調査〕。

24/VI針葉を食害中の成虫はきわめて多かった (1957 年京都府下調査)。

27/Y1針葉を食害中の成虫はきわめて多く， 5 年生以上のアカマツが食害のために檎頭部が変色をはじ

めた。また， 2 , 3 年生のものは変色著しく，被害は甚大である (1959 年京都府下調査)。

28/VI針棄を食害中の成虫はきわめて多かった (1955 年京都府下調査〉。

28/Y1針葉を食害中の成虫はきわめて多い。しかし食害による葉色の変化はあまりめだたない (1957年

京都府下調査〉。

3/VI!針案を食害中の成虫はきわめて多く， 各樹木の新檎の変色がめだつようになった (1959 年京都

府下調査〕。

6川I 針葉を食害中の成虫はきわめて多く，また， 食害による葉色の変化は著しい (1955 年京都府下

調査〉。

8/VI!針棄を食害中の成虫はきわめて多く， また，食害による葉色の変化は著しい (1957 年京都府下

調査)。

8/VI! 7 月 3 日の葉色の変化より，ややすすんだように見受けられる (1959 年京都府下調査〉。

9/VI!針葉を食害中の成虫はきわめて多く， また，食害による葉色の変化が著しい (1954 年京都府下

調査〉。

11/羽成虫の生息密度は 7 月 6 日の調査よりやや減少したようであるが，一見して変化はない (1955

年京都府下調査)。

13/四 7 月 8 日の被害と変化はない (1959 年京都府下調査)。

16/VI!成虫の生息密度は，やや減少したようである (1957 年京都府下調査〕。

21/VI!成虫の生息密度は， 6 月 28 日の調査に比べ約 1/3 に減少している (1955 年京都府下調査〕。

25/羽生息数はきわめて少なくなる (1955 年京都府下調査〉。

27/VI!成虫はほとんど見られない (1953 年京都府下調査〉。

27/VII 被害葉がたい色しはじめる (1959 年京都府下調査〉。

30/VI!成虫はほとんど見られない (1953 年京都府下調査)。

3/í1Il成虫をまれに見る (1955 年京都府下調査)。

3/日E 成虫をまれに見る (1959 年京都府下調査〉。

5/í1Il成虫をまれに見る(1955 年奈良県下調査〉。

7/í1Il成虫をまれに見る (1957 年京都府下調査〉。

8/í1Il成虫はほとんど見られない (1953 年京都府下調査〉。
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以上 3 つの異なった方法によって，羽化期と生存期間および終そく期の調査を行なった。その結果，次

4のようなことがし、える。すなわち京都府・兵庫県下における成虫の羽化は. 6 月 5 日ころからはじまり，

:終了するのは 6 月 25 日ころで，生息密度の最も高い時期は. 6 月 25 日ころから 6 月 31 日ころまでで，

これよりしだいにへい死して 7 月 31 日ころに終そくする。

2. 成虫の日週活動

発生地および飼育室で，成虫の動作を観察していると，摂食・歩行飛朔・交尾活動のいずれを問わず，

これを 1 日の経過に応じて見ればそれらにある週期性を見いだすことができる。かような週期性がどうし

‘て見られるかはあらためて報告することとして，この活動時刻jをねらい薬剤駆除を行なえばより効果的で

，はないだろうか，このような目的で次の項目について観察した。

(1) 摂食活動

1957 年 7 月 3 日，青野ガ原から成虫を採集し， この中から供試虫 30 頭(うち，調査中 6 頭へい死し

たために除く〉を選び，径 2cm. 長さ 10cm のガラス管に，飼料としてマツ針棄を入れてこの中に成虫

1 頭ずつを入れ，脱脂綿で成虫が管から脱出しない程度にかるく栓を行ない，これを実験室東側軒下で飼

育し，環境がなれたと思われる 2 日後，すなわち 7 月 5 日から 12 日までの開，次の方法によって連続観

?察を行なった。

調査にあたって，昼夜間の境をノレツクスメーターの数字から午前 5 時 30 分，午後 5 時 30 分とし，こ
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の時刻に飼料をとりかえ，針葉に現わ

れた食痕を調べて，摂食した頭数およ

び食痕の長さを測定して摂食量を記録

した。これを昼夜別に図示したものが

Fig.8 である。

すなわち，調査期間中の摂食総頭数

は，昼間の 66 頭に対して夜間は 155

頭である。また，総摂食量においても

5.854 抑制のうち，昼間の 925 抑制に

対して夜間は 4.929 mm で後者は前者

に比して約 5 倍の摂食量を示した。

(2) 歩行および飛朔活動

1957 年 7 月 15 日，山科の発生地から成虫を採集し，この中から供試虫約 200 頭を選び，径 20 c慨

深さ 25cm のガラス製飼育ピγ(金網ふた付〉に飼料とともに入れ，通風良好な当場会議室で. 7 月 19

日 9 時~7 月 20 日 21 時の間，次の方法で行なった。

歩行活動の調査方法は， ピンの側四面および上部網ふた中央に， たて・ょこともに 5cm の黒線を引

き，毎時 10 分間，この各正方形の中にはいった成虫を数え，総計したものを記録した。この場合成虫の

活動は，野外においても室内においても人為的になんらかの刺激を与えると，時刻に関係なく種々な活動

および動作を行なうから，このようなことは十分注意して観察にあたった。

また飛朔調査は，歩行活動調査の時間内に，飼育ピン内で飛掬した成虫を数えko この総頭数を各時刻j

ごとに図示したものが. Fig.9 である。しかしこのような装置の中で観察していると，本虫においては，
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飛朔の前後の運動が歩行であり，まずこ歩行

の前後の運動が飛朔である関係から，これ

を同ーの運動とみなしでもよいのではない

だろうか。

Fig.9 で明らかなように，成虫の歩行・

飛朔活動は時刻によって判然としている。

すなわち， 15時以降が，この調査において

も，また Tab!e7 の交尾の時刻調査の際に

付記してある運動の記録においてもいえ

る。なお活動は前記したように，歩行から

逐次飛朔に増加し， 19 時ころから盛んと

なり，特に 20 時の調査ではほとんどの成

虫が飛朔を行なし、，したがって多数のため

にその数を記録することができなかった

(このような意味で， Fig.9 の 20 時の場

切 l 歩行
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Fig.9 成虫の歩行および飛朔時刻
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合は，グラフ上部を中断して現わしである〕。 またこれより 1 時間後，すなわち 21 時の調査では歩行す

るものがまれに見られる程度で，飛掬するものは皆無であった。しかしこのような判然とした活動の時刻

のうち， 2 日とも午後 6 時にかぎって，歩行・飛朔活動の少ないことなど，今後検討する問題が残されて

いる。

(3) 交尾活動

1956 年 7 月 1 ， 2 日， 1957 年 7 月 9 ， 10 日， 1958 年 7 月 10， 11 日に，前記項目の調査場所にお\，'>­

て観察を行なった。

調査方法は，歩行および飛朔活動の観察の際に用いた飼育ピγ と同一なもので，これに約 200 頭の成虫

を入れ，毎時 1 回，交尾の組数を観察記録した。この結果は Tab!e 7 のようであるコ

すなわち，種々の事情で 3 カ年とも 24 時間の連続観察を行なうことができなかったが，交尾時刻は，

同じ表の記録にある歩行および飛朔活動の活発な時刻にその組数が多く， その時刻は 14 時ころから 21

時ころまでで， その他の時刻には比較的少なし 24 時ころから 9 時ころまではまれにみられる程度であ

る。

3. 成虫の分散能力

被害のまん延は， 各被害地の観察から成虫自体の飛朔能力と， 成虫の活動時刻の気象因子特に風の強ー

弱，方向および降雨の多少に影響されるものと推察できる。これらの一部のことを，各個体について室内

と野外で実験を試み，なお 2 ， 3 の被害地におけるまん延の状況を考察してみた。

(1) 室内および室外における歩行および飛朔能力の実験

歩行試験野外から成虫を採集し， 実験室において昼間，夜間各 1 回， 成虫を新聞紙の上に放ち， 1ﾜ" 

秒間の歩行距離を測定した。その結果は Tab!e 8 のようであるつ

以上のように，成虫は歩行を行なうが，付近に飼料がなレ場合にはほとんどのものはこのあと飛朔の体

勢に移る。特に雄の場合はこの動作が早い。したがって，野外において樹木から樹木への移動，または途
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Table 7. 交尾

Copulation 

三
1956, l/vn-2/vn 

Nω交upm尾ut』a組ur数nog到l l-| O活b動serのva観ti察on Number of Number of 
copulating 10活bs動erのva観tio察n copulating 
couples couples 1 

l 静止
2 。 // 

3 。 // 

4 。 // 

5 // 

6 。 // 

7 // 

B 。 // 

9 // 

10 2 // 

11 
12 5 
13 3 
14 。

15 2 
16 3 
17 14 歩行，飛朔 Walk or fly 12 
18 11 // 16 
19 7 // 18 
20 8 歩行，飛矧活発 Walk or fly actively 
21 12 // 

22 8 // 

23 3 静止 Stop
24 。 // 

-・欠調 No record 

Table8. 成虫の歩行速度

Walking speed of adults 

実験 Experiment 1 1955, vn, 7, 11""'12 o'c1ock 

慰同l ¥ 

N個um体b数er 
10 秒間の歩行速度ln 

Walking distance 
備 考

of adults 10 sec. Remarks 
examined 最高|最低 l 平均

Max. I Min. I Mean 
cm C骨Z cm 

♀ 18 17.0 2.5 9.4 実Do験ne室o東n側窓際で，新聞紙の上で行なう。
a rsoiudge h opf atphee r near the window 

8 9 11.0 6.0 8.3 on the east side of the room. 

実験 Experiment n 1955, vn, 16, 22""'23 o'c1ock 

2 

8 

13.4 I~':I'白色電球の 1m はなれた場所で新聞紙
|の上で行なう。
IDone on a rough paper at a meter from 

12.4 1 
la 60W-lamp. 

距離の移動の場合はただ歩行のみによることは考えられない。

飛朔試験 1953 年および 1954 年に，風速 1 抑以下の静おんな日を選んで行なった 2 ， 3 の実験結果

を述べれば Table9， 10 のようである。

すなわち， 1 回の飛朔による水平距離および高度は，このような風速の場合でも個体差は大きい。しか

し一般に成虫の飛朔能力は低いようである。また，風力と飛朔との関係は特に実験を行なうことができな
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時刻
time 

1957 , 9/VlJ."'-'1O/VlJ. 1958, 10/VlJ."'-'11/VlJ. 

l- 盟問急措1l 観察 Number of O活b動serのv観ati察on O活bs動erのvation Icopulating 1 0活'bs動erのva観ti察on 
couples 

。 静止 。 静止
。 // // 

。 静止 。 // 。 H 

。 // 。 H 。 F 

l 。 2 H 2 // 

静止 5 // 3 。 5 // 

// 4 // 4 やや歩行 2 やや歩行，飛朔
// 10 // 2 まれに飛朔 2 // 

// 4 // 4 やや歩行，飛矧 10 // 

歩行や，や飛歩朔行活発 7 やや歩行 7 // 9 // 

2 // 5 // 9 // 

// 7 歩行，飛響調活発 9 歩行，飛朔活発 9 // 

// 13 // 9 // 

7 // 5 H 

。 やや歩行，飛朔 3 やや歩行，飛朔
I // 2 ほとんど静止
。 静止
。 // 

Table9. 成虫の飛朔能力実験を行なった場合の籍条件
SeveraI conditions at the experiment of flight-abiIity 

"，項目
'" Artic1el 

¥ 
実験例\
No. 

場所
Place 

時
Time 

風速
Wind-speed 

1
4

つ
A
n
d

兵庫県青野ガ原 11953年7月 l 日 9 "'-'11時

兵庫県青野ガ原 11953年7月 2 日 10"'-'11時

林業試験場京都支場構内11953年7月 17 日 11"'-'12時

。CI 例/sec

27"'-'28 I 0.68"'-'0.92 

28 I 0.78~ザ1. 11

0.7 

Table 10. 成虫の飛朔能力

FIight-ability of adults 

飛朔高度
VerticaI fIight 

飛均時間
FIight-time 

m 秒
4.8 

秒
0.6 

r
s
d
 

数
脱
出
店

誼
m
-
d四

-
Z
N
ぱ
悶実験例

No. 

♀ 8 混会 I ~ "'; i;;l' I 3;6 
♀ 8 沼ム l
mixer 19.8 

最高|最低 1 平均|最長 1 :最短|平均
Max. I Min. I Mean I Max. I Min. I Me四

15 

0.7 I 1.23 I 8.0 I 3.0 

|不明 un-I ~ A I ~ A I不明 un-
l ‘ O lknown 12.0|3.0| 

l不明田司|不明 un-I不明 un-何言明 un-2.5 I~I'---: -J ...........I~~ :'~，1 ._...... !~~_:~.J .....~~ I 
!known Iknown iknown Iknown 

不明とは高度 20 隅以上で測定できなかった。
“ Unknown" shows that measurem阻t was unable when adults flied ovぽ 20 meters high. 

10 

♀ 7.5 6 

8 8 
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かったが，前記の飛朔距離の調査の際に観察した結果では，風速 2 例以上の場合には， 風向に対して逆:

行することもなく，横行するものもきわめて少なし、。また，極端に高く飛掬することも困難のようで，ほ

とんどが風下に向かって飛掬する。また，雨天の場合には，飛朔はほとんど行なわれない。

(2) 野外における分散すなわち被害まん延の観察

〔例1] 青野ガ原のアカマツ天然林が，本虫によって激害をうけたのは 1954 年で，兵庫県林業課の調

査によると，被害面積は約 200ha と報告されている。筆者らはこの被害地の一部で，分散のときに気象

因子が大きく働いたと推定される現状を観察することができた。すなわち 1952， '53 年の被害箇所は地形

全く平坦な面積約 0.5ha の同一地区内に限られ， 枯損木は続出したが被害箇所の拡大する様子はなかっ・

た。ところが 1954 年の被害はその箇所はもとより， 東南方につづく 3 年生のクロマツ造林地約 0.5 ha 

と，さらにそれにつづく 5"'6 年生内外の天然生アカマツ散生林分約 10ha 内に幅約 70 例 (1952 ，' 53 年

被害発生地の直径と全く同一〉の判然とした帯状をもって延長約 300m にわたって発生を見たのである。

このような成虫の分散，すなわち被害のまん延について今まで行なった生態の観察を基礎にして考察する

と，次のことがし、えるのではないだろうか。

イ. 1952 年および 1953 年に被害面積が拡大されなかった原因

a. 生息密度が低かったために，成虫が終そくするまで，この面積の中に飼料が十分あって分散する

必要がなかったこと。

b. 成虫の活動期は，あたかも梅雨期で常に降雨があり，飛朔分散の機会が十分なかったこと。

ロ. 1954 年の被害面積が極端に拡大された原因

a. 生息密度がきわめて高く，また，連年の発生で多くの枯損木を出し，この面積では飼料が十分な

かったこと。

b. この年は梅雨期といっても， 1952 年および 1953 年のように毎日連続した降雨はなく，いわゆる

晴れ間があり，しかも活動時刻にこの機会が多くあったこと。

c. fiJ然として，帯状の被害区域ができたことは，この場所はいつも風向が一定しており，このため

に風向・風速により分散方向および区域が定められたものと思われる。

〔例 2) 山科のアカマツ天然林の幼齢木が， 1955, 1957, 1959 年に被害があった場合について検討し

てみると次のようである。

被害地の地形は西方にゆるやかな傾斜面で北側にせまい扇形である。この西側半分は 10 年生以下のア

カマツが散生，東側半分は 10 年生内外のアカマツがやや密生している。また，被害区域外の北側すなわ

ち扇の「かなめ」にあたる付近は， 30"'40 年生のアカマツ天然林である。 また被害区域の南側，すなわ

ち，扇の広い部分にあたる外側の一部に被害林分より樹高の高いアカマツの天然林があり，道路をへだて

て水田および竹林となっている。なお，常風の方向は南東である。

このような環境のなかの扇形の幼齢林， 特に西側半分の 10 年生以下のアカマツ散生地に発生した本

虫は，前記したように隔年に針棄をほとんど食害して，全林分赤褐色となるまで加害した。特に 1955 年

の加害で 5 年生以下のものは全く枯死した。

この地域の本虫の分散，すなわち被害のまん延は，初期に発見した 1955 年よりやや東側に移動してい

る傾向はあるが， ほとんど変化なく従来の発生地域で世代を繰り返し， しかも 1955 年および 1957 年

の密度は高率である。これにもかかわらず周辺の樹高の高いアカマツには，林縁の一部にやや被害を与え

た程度で，ほとんど変化はなし、。また初期の被害区域，すなわち西側とあまり樹齢の異ならない東側のア
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カマツ林分にもあまり分散しなし、。 このことについて，風向・風速と成虫の生態のうち， 上昇分散と交

尾・産卵などを考慮にいれ考察すると，次のことがし、えるのではないだろうか。

a. 樹高から考えて，東側のアカマツも当然に加害されると思われるが，本林分付近の常風は東南の

方向の場合がほとんどであり，したがってまん延はこのような風向および風力によってさまたげら

れている。

b. 生息密度が逐年上昇しておりながら，周辺の樹高の高いアカマツには加害しないことは，雌の上

昇飛朔がきわめて低いことと，産卵が地表で数回にしかも長い期聞に行なわれるため(後述)，常に

低い位置に生息している。したがって，雄は飛朔能力をもちながら，生息場所は常に雌の生息位置

に従う。

以上のような被害地は，著者の 1 人中原が各地で観察しているが，これと全く条件の同じ場所は，宮崎

県西諸県郡真幸町〈加久藤営林署川西国有林〉のスギ 6 年生の 130 ha の被害，奈良県南葛城郡吐田郷村

のスギ・ヒノキの幼齢木の 80ha の被害，広島県山県郡千代田町本地のカラマツ・クロマツ・スギ・ヒノ

キの幼齢木 400ha の被害などである。

4. 趨光性

成虫が趨光性を示すことは，他の調査の際にも見受けることで，次の数回の実験によって明らかである。

(1 ) 昼間における室内実験

前記した成虫の日週活動の調査のうちから，最も活動の盛んな 15 時から 19 時まで，飼育ピンの内側の北

面，すなわち会議室窓側の近

日
制
司
四
敬

面
ま
調

の
集
関

他
て
分

の
し

0
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行
ー

と
歩
時

置
に
毎
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積
を

る
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明
定
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の
一
成

く
の
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査した。 その結果は Fig.10

のようである。 なお， 北・

西・南・東菌の明るさの比

酬W
2
3噌d
右

て測定した場合 8 ・ 3 ・ 4 ・ 3

のようであった。

安~， 15 16 17 18 19 即 .15 16 ・ 17 18 19 
. .', Jt Iil.時. (, Do.te , TIme) 吋

Fig.10 成虫の室内における趨光性試験結果 (昼間〉

は，ルックスメーターによっ

すなわち， 1957 年 7 月 19 ， Indoor experiment of phototaxis in the daytime 

20 日の 2 日間の調査から明らかのように，成虫はその活動時刻jには，そのほとんどが明るい方向に集まる。

(2) 夜間における室内実験

1955 年 7 月 9 ， 10 日の 20 時 30 分'''''22 時に実験室廊下において. 20W 青色鐙光灯を光源として，

5m はなれた場所がら成虫を放ち，趨光性の試験を行なった。この結果においても，趨光性を示すことは

明らかである。以下， 3 回の実験結果は Table 11 のようである。

すなわち， 放虫 5 分後(この場合は. 2 分以内にほとんど光源に飛来した〉に飛来したものが 56.6%

で，この成虫は，全部歩行によらず光源に飛来到達したものである。 また. 15"-'60 分後に光源に達した

ものは 30.1% で，この場合は必ず光源に向かって歩行し， 後に飛来したものであるc このほか 1 時間

10 分後になお光源に向かって歩行をつづけていたものは 13.2% であった。
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Table 11. 成虫の室内における趨光性実験 (夜間〉
Indoor experiment of phototaxis in the night 

\時N間um別b誘er致o数rL_~_ ~J~，-~ ._ J~，-~ __ J...._..._ ._ J~，-..._ __ JJ 源時間 10分後なお

\attitlZto去最抑揚5刑問妥協30問議問護協45 隅in妥協60例議in 官w 号俣湾北まとr
¥the lamp I Vait~; I '~it~; v~'ú~~' I -;fï~~' I v~fï~;' I ~~mber"o~ I of ad.ult~ 
明台、 releasing I relea叫 releasing I relea叫 releasing tlzzp  examined 

フEミx帆pelノrリiment\s、""1 1 1 1 1 70 隅in later 

早 431  2 一一 一ー 3 
1 {�'�l 9 4 01  - 1 -- 3 28 

TI 13 7 2 I - 6 

早 4 3 0 I 1 1 2 

IT 1 5721  14|  

早 1 7 2 .0 0 ー 0
3 { �'� 1 12 1 0 I 2 I 1 I 1 I 25 

TI 19 I 2 i 2 I 1 一一 l 

!j> I 15 I 8 0 I 1 I 1 I 2 
Total {�'� 1 32 1 8 4 I 1 1 0 1 3 1 83 

TI 47 16! 4 2 I 1 5 

早 46.9 I 25.0 I 6.3 3.1 3.1 15.6 
男" {�'�l 62.7 I 15.7 7.8 2.0 1 11.8 

56.6 I 19.3 7.22.4  I 1.2 13.2 

7 'rl'1.・7 ヰo ~千
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Fig.11 成虫の趨光性実験閏場の環境図
The map of the field in which phototaxisｭ

experiments were done 

(3) 夜間における野外実験

1957 年 6 月 24 日，支場構内の苗畑(5 月下旬苗畑

として完成したが，樹木の育苗には時期がおそかっ

たため当年はカンシヨを作付けした)の一隅に20W

青色鐙光灯を設置し， 20 時 30 分， 晴，無風のと

き供試虫 150 頭を，光源から西北 50m の位置より

放ち，翌朝から鐙光灯に誘致した数を調査した(苗

畑および付近の環境図は Fig.11 のようである)，

以下調査の結果は， 25 日朝 14 頭放虫数の 9.3

%, 26 日なし 27 日なし， 28 日 1 頭放虫数の 0.7

%で，合計 15 頭放虫数の 10.0% が誘致されたと

また 26 日に放虫位置から北東 25 帥の距離にある

昆虫飼料林アカマツ 5 年生に飛来し，食葉している

ものを発見した。

以上昼・夜間の室内および野外の調査の結果，本

成虫は昼間・夜間をとわず趨光性を示すことは間違

L 、なし、。また， ENUMERATIO INSECTORUM 

MONTIS HIKOSAN, 2, Coleoptera, (1959) にも

本虫は灯火に飛来すると述べている。しかし被害地

において，このような実験を行なった場合にはどんな結果を生ずるか，また，これらのことが防除法の手

段として役だつかは，これまでの実験の段階では断定できなし、c

5. 成虫の寿命
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地中で羽化したばかりの成虫を採集し，室内で個体飼育した結果最も長いもので 74 日 (1 頭のみ極端

にながしう，最も短いもので 10 日，平均 30 日である。

6. 産卵

産卵場所は被害をうけた樹木の下の地表，すなわち落葉の間，下草の根際，土壌の割れ目などの湿度の比

較的に高いところに産卵管をわずかにさしこんで行なう。以下産卵についてそれぞれの調査を行なった。

(1 ) 産卵時刻

産卵の時刻を知るために， 1955 年 7 月 5 日本虫発生地の山科から成虫を採集し， 雌雄約 50 頭を飼育

ピン〈高さ 25cm， 径 17 cm のガラス製，金 Table 12. 産卵時刻

網ふた付〉に入れ，飼料としてアカマツ針案を

与え，なお産卵場所を与えるために，容器の底

にクロマグの落葉を入れ，これを 1 日に 0 ， 6 ，

12, 18 時の 4 回取り替え， 針葉の基部すなわ

ち葉輸の内側に産卵した卵塊を取り出しこれを

記録した。その結果は Table 12 のようである。

すなわち，産卵時刻は連続 7 日間の調査で 12

'"'-'18 時の間が最も多く，卵塊数で 78.9%，卵

粒数で 80.3% を示し，ついで 18'"'-'0 時の卵塊

数の 11. 4%，卵粒数で 12.4% で，他の時刻は

きわめて少なく 0'"'-'6 時， 6'"'-'12 時の順である。

(2) 産卵数・産卵回数・産卵期間

l 雌の産卵数，回数および産卵期間などにつ

いて調査を行なうために 1955 年および 1956 年

に山科の発生地で，羽化したばかりの成虫を土

壌中から採集して，実験室内でアカマツ針葉を

与えて集団飼育し，交尾を確認した後は雌雄 1

対ずつ深さ 7cm， 径 9cm のガラス製容器(金

網ふた付〉に入れ，飼料としてアカマツ針葉を

Oviposition time 

\時刻

月日
Time 

Date 
0~6 '"'-'12 '"'-'18 内~24

調Bl∞査k区

A 一一 44 [(3>) 
B 一一 60 (3 

A 一一 52 (4) 
B 一一 90 (5 

A 一一 135 [190)> 31 (3) 
B - I 16 (1) 

A ー 28 (2) 
B 一一 82(1 

!O/VIlI ~ 一一 122(10) 22 (2) 
B I - 55 (6) 29 (2) 

41 (7) 

B 2mK142L{f(o32q JdM M l 9(2>

31 (5) 

12/VIlI ~ー
B 

T!l I 70 (8)1 25 (3) 1051(90) 162(13) 

産卵率
Percentage of 15.4(7.0)11.9(2.6) 80.3 12.4 

ovipωi山n I I (78.9) (11.4) 

注:調査区内の数字は卵粒数， ( )の中の数字は卵

塊数

Note: Figures show the numbers of egg, f�ures 
in the parenthesis show the numbers of eggｭ

c1usters. 

与え，さらに産卵場所を与えるために落葉したクロマツ針葉を容器の底に入れ，これを毎日 9 時に取り替

え，このなかに産卵したものを前日の日付で記録した。以上の方法で成虫がへい死するまで調査した結果

は Table 13, 14 のようである c

これらの調査資料からさらに次のことについて検討を行なったc

01 卵塊の卵粒数

産卵する場合は必ずまとめて行ない，しかも卵塊は褐色の「にかわ」状の分泌物で覆う。この 1 卵塊の

卵粒数を調査するために， 1955 年に 221 卵塊， 1956 年に 189 卵塊について行なった。その結果は Fig.

12 のとおりである c

すなわち，最も頻度が高いのは両年ともに 1 卵塊 10 個の卵粒数であって， 卵粒数 2'"'-'40 という左に

かたよった頻度分布を示した。
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Table 13. 産卵に関する

Various records on the 

函ヰ勺J l 2 3 4 5 6 7 8 9 

lV. 6 !c採011集ect 
7 

B 

9 

10 採集

11 

12 

13 

14 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集

15 

16 

17 

18 

19 交尾 交尾 交尾 交尾
Copulate 

20 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾

21 

22 14 ・ 15

23 16 14 ・ 11

24 5 12・ 29 22 

25 40 11 17 5 B 

26 19 ・ 10 10 ・ 17 ・ 18

27 

28 8118 ・ 10 ・ 16 11 

29 19 11 ・

30 20・ 17 11 9 ・9 12 ・ 1

VIl. 1 15 

2 15 ♀ D 

3 13 ・ 14 10 9'11 

4 14 ・ 12 ・ 141

5 ~D申時 12 9 ・ 16

6 

7 10 ・ 11 5 ・ 8

8 
17 ・ 18 ・ 9 ・

141鮱 12 9'4 ・ 4

9 16 6 ・ 9 13 ・ 8 ・ 5

10 �  5 ・ 16 ・ 8 3 ・ 13

11 19 ~ðD ♀ D7 11 11吋
12 20 

13 

14 2 14 ・ 11 9 ・ 7

15 � ~ D(2) 

16 5'10 ・ 11 4 ・ 7

注 Note: D....死Death， ( )の中の数字は残存卵数 Number in parenthesis sh�s eggs 
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諸記録 (1955 年〉
oviposition in 1955 

寸
ー

一採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集

受尾 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾

~D 17 ・7

~D 15 9 

17 20 10 15 

14 15 5'15 

22 ・ 18 13 19 18 

12 18 17 ・ 21 16 

10 15 16 

14 
7 ・ 17 ・8 ・

19 ・ 13 14 20 
14 ・ 10

6 15 14 ・ 14

8 ・ 14

13 5 8 5 

17 ・ 17

14 20 22 20 16 

15 ・ 9 ・ 7 15 15 7 

12 

91 5 ・ 4 ・ 10 9 ・ 16 ・ 17
10 ・ 7 ・ 10.

7 ・ 6 ・ 8 ・ 17 20 11 11 ・ 21
11 ・ 7 ・ 5.

4 4 ・ 15
15 ・ 6

10 6 14 B ・ s ・ 3

12 ・ 9

~D 23 7 ・ 6

221 13 ・ 3 ・3

7 ・ 11

9 ・ 4 7 ・ 4 B 

15 11 10i 

remained. 



-124ー 林業試験場研究報告第 127 号

Table 13 

\月日\D\ateE個\体1N1o~、\ l 2 3 4 5 6 7 8 9 

V1[. 17 13 ・ 17

18 8 5.12 7 ・ 10，

19 

20 12 � 6 ・ 10

21 

22 8 ・ 6 9 ・ 8 ♀ D煙草

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

四. 1 

2 

3 

4 ♀ D � 

5 

6 

7 

8 

9 宮 D(l) !i!D 

10 

11 

12 

13 � 

14 

15 

16 

17 

18 

19 SD 

20 

21 

22 

23 

24 

25 � 
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〈つづき〉

10 I 11 I 12 I 13 I 14 I 15 I 16 1_17 I 18 I 19 I 20 
9 aD 6 20 

14a D 

9 

10 7 20 ・ 11 ・ 8 !j! D(3) 

9 ・ 8

5 ・ 3 ・ 5 9 早 D凶

aD 5 
♀ D(2.j ♀ D 10 

10・ 16

aD 
牢 D � 

aD 

�  

!j! Da9} 

♀ D(2.j 

宮 D(9) 

aD 

♀ D 

!j! D~$ 

♀ D 
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Table 14. 産卵に関する
Various records on the 

立kl l 2 3 4 5 6 7 8 

Vl. 14 C採011集ect 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集

15 
16 
17 
18 交尾 交尾

Copulate 
19 交尾
20 10 ・ 13
21 11 交尾 交尾 交尾 交尾 交尾

22 15 ・ 10

23 10 ・ 4 ・ 13 ・ 7 12 9 

24 �  
25 �  

26 B 12 

27 4 14 8 ・ 10 ・ 7

28 5 ・ 5

29 8 
30 15 7 ・ 4 10 6 ・ 10

VIl. 1 11 

2 
3 6 ・ 12 11 ・ 10 9 

4 11 

5 B 6 10 7 

6 13 ・ 5 9 

7 14 4 6 ・ 5 ・ 7 6 ・ 9 11 

8 9 ・ 7 11 ・ 7 7 ・ 8 11 

9 8 6 � 

10 6 
11 
12 11 ・ 4 8 ・ 6 3 ・ 9 ・ 8

13 10 ♀ DU6I 4 

14 6 6 ・ 5

15 11 3 ・ 5 ・ 9 ・ 7
16 8 
17 ♀ D 9・ 7 7 

18 

19 5 

20 9 ♀ D 

21 
22 8 6 10 ・ 12 ・ 7 �  

23 

24 
25 �  

26 
27 7 

28 � D6 �  ♀ D 甲 D

29 �  ♀ D ♀ D 

30 'i? D個
31 

咽 1

注 Note: D....死 Death， ( )の中の数字は残存卵数 Number in parenthesis shows eggs remained. 
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諸記録 (1956 年)
oviposition in 1956 

9 10 q
υ
 

ー勺
41

 
1
 

1
 

14 15 16 17 18 

採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集 採集

交尾
交尾 交尾 交尾 交尾 13 ・ 5

10 �  26 ・2 13 ・ 10

15 ・ 20 7.5 ・ 4

10 10 ・ 5 14 16 ・ 5
8 ・ 11 ・ 9 10 � 7 ・ 4

5 7 
10 ・ 11 11 

16 11 9 
日 10 ・ 12 5.10 11 ・ 12 10 ・ 4

� 13 
9.10 5 7 

9 11 ・ 10 6 ・ 6 6 
6・ 6 ・ 4 10 ・ 11 ・ 9 8 ・ 9 7 ・ 17

15 ・ 5 14 ・ 7 7 

� 
9 

4 ・ 17
3 4 9 5 10 

5 7 10 ・ 7 6 ・ 5 6 10 
� 4 5 11 

2 11 5 5 
11 7 

7 c,l D 
♀ D 

♀ D 8 8 
7 6 

5 3 ・ 6 5 

νD 

5 ・ 3

♀ D ♀ D ♀ D 

♀ D ♀ D ♀ D 
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25 
園田_ 1955年 (Yea.陪)
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123456789101112 日叫 15 16 17 18 19 20 21 22 23 副酒店 27 泊'8 3031323334 百 3637363940

I ゚)゚  t鬼の卵粧歓 (Number01 e9~s per 句3-cluster)

Fig.12 1 卵塊あたりの卵粒数

Number of eggs per egg-cIuster 

Tab!e15. 成虫 1 頭の産卵回数
Frequency of oviposition per fema!e 

01 頭の産卵回数

産卵は毎日，毎時連続

して行なうことなく数

回，数日にわたる。 1955

年に 20 頭， 1956 年に

17 頭についてこの関係

をまとめてみると Tab!e

15 のとおりで， 平均産

卵回数は 10.1 で，これ

に対する標準偏差は 4.3

であった。なお，回数の

少ない個体は 3 回，多い

個体は 21 回で 18 回の

開きがあった。

01 頭の産卵数

Tab!e 16. 成虫 1 頭の産卵数
Number of eggs per fema!e 

1955 年調査
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1 頭の産卵数について Table 13. 14 からまとめると Table 16 のとおりである。

すなわち， 1955 年の調査では最多産卵数 221. 最少産卵数 67，平均産卵数 134.40 1956 年の調査で

は最多産卵数 137. 最少産卵数 51， 平均産卵数 89.1 で， また両年の平均産卵数は 112.9. 包卵数は

119.7 である。

(3) 産卵期間とその消長

1 頭の成虫が産卵をはじめてから終わるまでの期聞を調査した結果は Table 17 のようである。

Table17. 産卵期間

Oviposition period per female 

も長い期間のもので 35

日，最も短い期間のもの

で 7 日， 平均して 1955

年は 20.3 日， 1956 年

は 23.7 日である。また，

6 月 14 日に採集した成

虫の産卵の時期とその消

長を Table 13. 14 から

検討したコ

すなわち， 1955 年に 20 個体から産卵された 2 ， 751 粒. 1956 年に 18 個体から産卵されたし603 粒

彦
一
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事T

は
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，
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26・.30 VII 1-5 6-10 11 ・ 15 16-20 21 ・25 26・'3 1

Fig.13 初期に羽化した成虫の産卵消長

Prevalence of egg laid by the females emerged in the early time 

を，半旬ごとの産卵率をもって表わしたものが Fig.13 である。

この場合，産卵のはじまる時期は 6 月 16"""'20 日ころで， 7 月 26~30 日ころに終わり， 7 月 6~10

日ころが両年ともに最高を示した。

E 摘要

本報告は，スギノ、ムシの合理的な防除法を究明する基礎資料をうるために， 1953~1959 年の間， 主と

して林業試験場関西支場・兵庫県加東郡滝野町・京都市東山区山科において行なった生態に関する調査

で，その結果を要約すると次のようである。

1. スギハムシによる被害は， 三重県において 1897 年にすでに記録されているが. 1950"""'1957 年の

調査では，北海道地方を除き東北と北陸の一部，関東・東海・近畿・中国・四国および九州の諸地域にわ

たり相当の被害を及ぼし，その面積も年々拡大しつつある。
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2. 成虫の加害植物は筆者らの調査によると，モき・ツガ・カラマツ・アカマツ・クロマツ・スギ・サ

ワラ・ヒノキなどである。

また，上記の造林地および天然林に本虫が大発生した場合に，このなかにある広葉樹のナツハゼ・ネジ

キ・モチツツジ・コナラ・クリなども食害される。

このほか，実験室において調査した範囲内では，供試した外国産針葉樹のモミ科 5 種・マツ科 16 種・

スギ科 4種・ヒノキ科 6 種と邦産有名マツ 13 種およびスギ 29 品種をすべて噛食し，その噌好度におい

ーても優劣の差はないようである。

3. 成虫の食痕は，針葉樹では葉肉をみぞ状に噛食するが， 広葉樹では葉脈を残し， 網目状に噛食す

，る。

4. 卵期間は 6 月下旬-7 月下旬の京都地方の気温で，最長 13 日，最短 7 日である。ふ化率はきわめ

ーてよく，ほとんどが 100% に近い。

5. ふ化脱出に要する時聞は 1 分以内で，この時刻は 0-6 時が最も多く， 18-0 時がこれに次ぐ。な

:お，卵殻から脱出後は，活発に土中に潜入する。

6. 幼虫の生息場所は土壌中で，被害木の下に多い。また，付近の草生地の土嬢の中にも生息し，この

;密度の比は 10: 1 である。

7. 土嬢中における幼虫の垂直分布は，発育と密接な関係、がある。すなわち，ふ化後約 2 カ月 (9 月〉

・の幼虫で深度 5-7.5 cm に生息していたものは， 第 1 回の越冬をここで行ない， 3 月ころに 2.5-5cm 

Jこ上昇し，さらに 9 月ころに地表-2.5 cm に上昇し，第 2 回の越冬を行ない， 腕化期の 5 月までこの土

‘層に生息する。

8. さなぎの生息場所は土壌中の地表'"'-'2.5 cm の層に最も多く，ついで 2.5-5.0 cm の層であり，こ

.れより以下の層には生息しない。

9. 踊化時期は室内と野外の観察によると 5 月 15 日ころからはじまり， 5 月下旬ころにはその大半が

:終わり， 6 月 10 日ころに完了する。なお，さなぎ期間は最も長いもので 18 日，最も短いもので 11 日

を要し平均 14 日である。

10. 成虫の羽化および終そく期は， 室内観察と山科の発生地で行なった季節的発生消長調査および各

ー発生地の観察の結果から，羽化は 6 月 5 日ころからはじまり， 6 月 20 日ころに終了する。また，終そく

:期は 7 月 30 日ころである。

11. 成虫の日週活動のうち，特に摂食時刻・歩行・飛朔および交尾活動は次のようである。

(1 ) 摂食時刻は 5 時 30 分と 17 時 30 分を境として 1 日を 2 区分し，昼・夜とした場合に，摂食

;頭数の比は昼間 1 に対し，夜間は 2.4 であり，また摂食量においては昼間 1 に対して，夜間は 5 である。

(2) 歩行および飛朔活動を行なう時刻は， 15 時ころからはじまるが，盛んな時刻は 19 時ころから

:20 時ころまでである。

(3) 交尾時刻jは歩行・飛朔活動を行なう時刻とほとんど同じで， 14 時ころから 21 時ころまでであ

;る。

12. 成虫の分散およびそれにともなって起こる被害のまん延は，飛矧によって行なわれるものである。

すなわち， 分散は発生地(幼虫の生息、林分〕の成虫の飼料の減少によってひき起こされる可能性が多

く，このような行動を起こす場合は，成虫自体の飛朔能力と，さらに気象因子特に風が加わって，その方
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向および面積などを左右する。しかし風速 1m 以上の場合および雨天の場合は， このような分散は抑制

される。また，被害地付近の壮齢木の上部に被害が現われないことは，雌自体の飛殉能力とさらに地表に

産卵する習性の関係からではなかろうか。

13. 成虫の趨光性について室内と野外で実験を行なった。この場合いずれも陽性を示すが， これが防

除法のひとつとして役だつかどうかは，これまでの実験段階では断定できない。

14. 成虫の寿命は 30 日内外である。

15. 産卵場所は食葉した樹木の下の落葉，下草の根際， 土壌の割れ目などの湿度の比較的に高いとこ

ろに行なわれ，産み付けは 10 粒内外まとめて行ない， 1 卵塊の産み付けが終われば，穆質状の分泌物で

卵塊を覆う。

16. 産卵の時刻を室内で調査した。この場合 1 日を 0-6 時， 6 ""'12 時， 12-18 時， 18-24 時と 4

区分して記録した結果は， 12"""18 時が最も盛んで，次に 18"""24 時であり，他の時刻にはきわめて少ない。

17. 1 卵塊の卵粒数は最多 40 粒から最少 2 粒で，平均 10 粒内外である。

18. 1 頭の産卵回数は最多 21 回，最少 3 回で，平均 10 回である。また， 産卵は毎日連続して行な

うことなく，そのために平均 22 日聞を要する。

19. 1 頭の総産卵数は平均 113 粒で，包卵数は 120 粒内外である。

20. 初期に発生した成虫の産卵は， 6 月 16-20 日ころにはじまり， 7 月 26"""30 日ころに終わり，

7 月 6 -10 日ころが最盛期である。またおのおのの雌についても， 前述したような長い期間にわたるが‘

産卵には最盛期がある。

21. 以上の内容から，本虫の生活史を模式図によって示せば Fig.2 のようであるc
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図版説明 Explanation of plates 

Plate 1 

A. 成虫 Adult B. さなぎ Pupa C. 幼虫 Larva D. 卵 Egg

Plate 2 

A. 成虫によるアカマツの食痕 Infested needles of Pinus densiflora SIEB. et Zu∞. 

B. 成虫によるヒノキの食痕 Infested needles of G加maecyparis obtusa ENDL. 

C. 成虫によるスギの食痕 Infested needles of Cryptomeria japonica D. DON. 

D. 成虫による広葉樹の食痕 Infested leaf of latifoliate tree. 

Plate 3 

A. ふ化直後の幼虫 Larvae immediatly after hatching. 

B.ll 月採集の幼虫 Larvae collected in November. 

C. 1 月採集の幼虫 Larvae collected in January. 

D. 5 月採集の幼虫 Larvae collected in May. 
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Studies on the Sug'ﾍ Leaf Beetle Basilepta pallidulum BAL Y (II) 

Ecolog'ical 自tudies

Jirﾒ NAKAHARA and Motoo OKUDA 

(Résum邑〉

-133ー

This is a report on the survey of the ecology of Basilepta pallidulu削 BALY (Sugi Leaf 

Beet1e) conducted chiefiy at Kansai Branch Station of the Government Forest Experiment 

Station, at Takino-machi, Katò-gun, Hy�o Prefecture and at Yamashina, Higashiyamaセu，

Kyòto-shi, to obtain the rational control methods. The results obtained are summarized as 

follows: 

1. The damage by Basilepta pallidulum BAL Y was recorded so ear1y as in 1897 in Mie 

Prefecture. According to a survey conducted in 1950"'1957, fair1y serious damage was caused 

in various districts i. e. Kantò, TÒkai, Kinki, Chûgoku, Shikoku, Kyûshû, and a part of 

T�oku and Hokuriku, but not in Hokkaido district; and the area of infestation has been 

extended year by year. 

2. According to the survey by the writers, the host plants of the adult were ‘Momi' 

(Abies firma SIEB. et Zu∞ふ‘Tsuga' (Tsuga sieboldii CARRふ‘Karamatsu' (Larix Kaempjeri 
SARG.),‘Akamatsu' (Pinus densiflora SIEB. et Zucc.),‘Kuromatsu' (Pinus thunbergii PARL.) , 
'Sugi' (Crypto削eria japonica D. DoN),‘Sa wara ' (Chamaecyparis pisifera ENDLふ‘Hinoki'

(Cha刑aecyparis obtusa ENDL.) , etc. 
In a large scale outbreak in the abovementioned planted or natural forests, broad-leaf 

trees therein, such as ‘Natsuhaze' (Vacciniu間 ciliatum THUNBふ‘Nejiki' (Pieris elliptica NAKA仏
‘Mochitsutsuji' (Rhododendron lineaγifoli1f.m SIEB. et Zucc. var. Macrosepalum MAKINO),‘Konara' 
(Quercus serrata THUNB.),‘Kuri' (Castanea crenata SIEB. et Zucc.) were also damaged. 

A feeding experiment was made in the laboratory on the needle-leaf trees of foreign 

origin, namely, 5 species of Abietaceae, 16 species of Pinaceae, 4 species of Cryptomeriaceae, 
6 species of Cupressaceae, and those of domestic origin, namely, 13 varieties of Akamatsu 

and Kuromatsu, 29 varieties of Sugi, and so far as the test in the laboratory shows, the 
leaves of all trees were bitten, the insects s四ming to have no feeding preference among 

these trees. 

3. As for the biting marks of the adult, in the case of needle-leaf trees, the leaves are 
bitten in a groove, and in the case of broad-leaf trees, they are bitten in mesh with their 

leaf-veins remaining. 

4. Regarding the incubation period, the longest one is 13 days and the shortest one is 

7 days at the temperature of Kyoto area from the latter part of June toward the end of 

July. Hatching rate is excellent and usually reaches almost 100%. 

5. It takes less than 1 minute for larvae to hatch out, and the largest number is hatched 
during 0 a. m."'6 a. m. and the next largest number from 6 p. m."'O a. m. Having got out 
of the egg-cases, they burrow into the soi1 actively. 

6. Larvae live under the soi1 and are often found not only under the infested trees, 
but also under the nearby grass. These two places are in the ratio of 10: 1 in their larval 
population density. 

7. Vertical distribution of larvae under the soi1 is c10sely related with the growth of 

larvae. The larvae, living at the depth of 5.0"'7.5 cm about two months after hatching 
(September) , pass their first winter there and come up to with in 2.5 cm of the surface 

around September, and there they pass their second winter and continue to live in this soi1 
layer unti1 the pupation takes place in May. 

8. Most of the pupae are found under the soi1 in the layer at 2.5 cm depth from the 
surface; a smaller number of them in the layer at 2.5"'5.0 cm depth, and none of them in 
the deeper layers. 

9. Pupation period begins, according to the indoor and outdoor observations, around 15 th 
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of May and ends almost entirely toward the 巴nd of May. The longest pupal period is 1& 

days, the shortest one is 11 days,' and the average is 14 days. 

10. From the results of the indoor observation and the survey of the seasonal prevalenceｭ
of adults which was made at Yamashina, Higashiyama-ku, Kyoto-shi, seasonal prevalence in 
this district was made c1ear: the adult begins to emerge around 5th of June and ends around 

20th of June in the laboratory, but it ends around 30th iJf July in the field. 

11. As for diurnal activities of adults, a survey was made especially of the feeding, 
walking, f!ying and copulation activities, the result of which is as follows: 

(1) As regards the feeding time, if a day be divided into two, daytime and night, by 

the border-lines of 5.30 a. m. and 5.30 p. m. , the number of adults feeding during 
daytime and those feeding during night are in the ratio of 1. 0: 2.4, and the amount 

of food consumed is in the ratio 1. 0: 5. o. 
(2) The walking and fiying time begins from about 3 p. m. , and its peak is between 

7'"'-'8 p. m. or thereabouts. 

(3) The copulation time, being almost the same as that of walking and fiying, is between 
2'"'-'9 p. m. 

12. The dispersion of adults and the spread of damage incidental thereto are caused by 

f!ying, and the following deductions are made from the results of indoor and outdoor experiｭ
ments and from the observation in each of various infested areas. That is, there exists 

strong possibi1ity that the dispersion of adults is caused by decr田se in available food for 

adults (in the forests where larvae live) , and when dispersion takes place, its direction, area, 
etc. are affected by the meteorological elements (chiefly by the wind) in addition to the 出ght­

abi1ity of adults themselves. However, if the velocity of the wind is over one metre per seｭ

cond or if it rains, such dispersion wi11 be checked. And, might it not be related with the 

flight-ability of females themselves and their habit of laying eggs on the surface of the soil, 
for the damage is not found at the upper part of the matured trees around the infested area ? 

13. In order to 古nd out whether the adults show any phototaxis reaction or not, both 

indoor and outdoor experiments were made; the former in the daytime and the latter at night 

with blue fiuorescent lamp. In both cases the reaction was positive. However, the writers 

are not sure that this result is tiseful as one of the methods to control these insects. 

14. Life of the adult is about 30 days. 

15. The eggs are laid under the infested trees, among the fallen leaves, at the roots of 
the undergrowth, or in the cracks of the soil, where the relative humidity is comparatively 

high. About 10 eggs are laid in a c1uster, and after being laid, the c1uster wi11 be covered 

with a secretion of glue-like substance. 

16. Survey of the oviposition time was done in the laboratory. The largest number of 

c1usters was laid during 12 a. m.'"'-'6 p. m. , a smaller number of c1usters during 6'"'-'12 p. m_ 

and very few c1usters at other times. 

17. As for the number of eggs per egg-c1uster, the largest is 40, the smallest 2 and the 

average is about 10. 

18. Regarding the frequency of oviposition per female, the maximum is 21 , the miniｭ

mum is 3, and the average is 10. Average oviposition period is 22 days, due to the fact that 
the oviposition is not done every day during the period. 

19. The average number of eggs deposited per female is 113. 

20. The females that are among the early hatchings begin to lay eggs sometime between 

16'"'-'20th of June, and end laying sometime between 26'"'-'30th of July, in the Kyoto area. The 

peak of oviposition is around 6'"'-'10th of July. Thus, it is perceived that each female has 

her own peak of oviposition, although it lasts a long time as mentioned above. 

21. A diagram of the life history of this insect, based on the abovementioned data, is 

given in Fig. 3. 
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